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令和7年度　府立北稜高等学校　学校経営計画（スクールマネジメントプラン）　

学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題         本年度学校経営の重点（短期経営目標）                                               

  本校の教育テーマ
「国際教育」「環境
教育」「表現活動」を
相互に関連づけて
推進し、グローバル
な視野を身に付け、
主体的に生きる力を
育み、世界に発信で
きる人材を育成する

（１）北稜ならではの国際教育
・英語科の授業だけでなく、他教科の授業、ホームルーム活動、部活動、生徒会・
委員会活動等多方面で、本校普通科の中心的な柱として、国際教育を展開するこ
とができた。今後も全校体制での国際教育の充実を目指していきたい。
・国際交流の機会を取り込んだ英語科の授業が展開できた。また、「話すこと」に焦
点を当てた指導実践を積めた。
・オーストラリア研修旅行では、生徒自身が英語を使って果敢に挑戦することがで
きた。また、今後継続的に活用できる行程やプログラムを作れたことが最も大きな
成果である。
・訪日高校の受入や米国留学生の受入等、日本にいながら日常的に異文化を経
験できる環境が整った。
・「北稜高校３つの留学」を拡充し、「５つの留学」とした。英語力不問、挑戦する人を
応援する留学システムとして、今後も継続していきたい。また、帰国した生徒の活躍
の場を設け、留学を文化としていくことが今後の課題である。
　
（２）まなびの森、北稜
・教務部が中心となって、生徒の主体性に力点を置いた授業研究を2年間、粘り強く
実施してきたことにより、授業を考える観点が共有できてきた。
・新学習指導要領対応、観点別評価が完成年度となり、成果と課題が明確になっ
た。次年度は年度当初から、教務部を中心として、課題を解決していきたい。
・探究チームを中心に、「北稜CANVAS」のカリキュラム改善に取り組めた。自分ご
との迫力ある探究の実現に向けて、令和７年度は校内体制も改めて取り組ん　　で
いきたい。
・初年次サポートについては模索が続いているが、さまざまな生徒課題から、最適
な支援を早期に実現していくことが切り札になることは見えてきた。令和７年度は校
内体制も整えて臨みたい。
・「まなびのForest Week」の取組の中で、読書のきっかけ作りができた。今後も粘り
強く、読書を文化として根付かせていきたい。
・環境教育については、特に探究と環境委員会で充実した取組が展開できた。次年
度は特に環境委員会の活動の校内体制を整え、生徒にとって環境委員会が大きな
活躍の場となることを支援したい。
・地域課題解決については、生徒会を中心に組織的に動くことができた。生徒会そ
のものの充実に伴い、活動も活性化している。今後も支援を強化していきたい。
・北稜ならではの進路指導、「チーム」「解法」「習慣」をコンセプトとした「７組受験
チーム」では、生徒とともに試行錯誤を繰り返しながら、充実した取組を実施でき
た。7組が本校の受験文化となることを目指して、今後も試行錯誤していきたい。
・学校行事では、特に北稜祭の地域開放で大きな成果があった。次年度も、生徒会
を中心に、生徒の主体性発揮の場として充実させていきたい。

（３）多様性の森、北稜
・生徒が主体性を発揮し、挑戦する場として、部活動、生徒会活動、委員会活動、７
組受験チーム等それぞれが取組を充実させることができた。今後も、この流れを大
切にしつつ、取組の充実を図っていく。
・生徒指導部、保健部を合わせて生徒支援部とすることにより、発達支持的生徒指
導の実現に向けて動き出すことができた。特別支援の観点をもった教育活動の見
直しについて、校内研修等を行うことにより、前進させることができた。今後は、校
内組織の見直しをとおして、より具体的に展開させていきたい。
・生徒会が中心となり、地域のプラットフォームを目指した取組を進めることができ
た。今後も、生徒が地域とつながる手段の一つとして展開していきたい。
・安定した人権教育を組織的に展開できた。今後は、特に人権学習プログラムを再
編することで、多様性に重きを置いた人権教育を実現していく。

北稜ならではの教育活動の中で「主体的に生きる人」が育つ学校

（１）「北稜ならではの国際教育」

「京都岩倉に国際の北稜あり」と認知される学校へ。

○「岩倉から世界に果敢に挑戦する力」を育てる、普通科全員を対象とした国際教育を全教
科・分掌で展開
○生徒の学ぶ意欲の喚起ならびに学びの手法獲得に重きをおく、「使える英語」が身につく英
語科教科指導の確立
○普通科全員で取り組むオーストラリア研修旅行を軸とした国際教育の充実
○北稜ならではの留学支援の充実
○国内にいながら生きた国際交流を可能とする、留学生・訪日高校生との交流の充実
　
（２）「まなびの森、北稜」

「学びの喜び」を体験し、「自立した学習者」へと育つ学校へ。

○タイムマネジメント力の育成に向けた取組を全分掌・全教科での展開
○探究的な学びの全分掌・全教科での展開
○「チーム」「解法」「習慣」をキーワードとした「７組受験チーム」の充実
○地域をフィールドとして獲得した課題解決力をグローバルな問題解決につなげる、「地域の
課題解決力、京都No.1校」を目指した教育活動の具体的展開
○「生徒の頭の活性化」にこだわった、主体的・対話的で深い学びについての授業研究
○新学習指導要領対応、観点別評価、学びのＩＣＴ化等の教育課題に対して、「授業力向上」
を中心においた組織的な取組の推進
○生徒が主体性を発揮する挑戦の場としての学校行事、特に「北稜祭」の充実

（３）「多様性の森、北稜」

多様性の中で主体的に、自立して生きる、「品格ある北稜生」が育つ学校へ。

○部活動、生徒会活動、委員会活動、７組受験チームの活動等、生徒が主体性を発揮し、挑
戦する場としての学校機能の充実
○「生徒指導提要」改訂の趣旨にのっとった発達支持的生徒指導の組織的展開
○早期に最適な支援を行う校内組織の確立
○北稜が岩倉地域のプラットフォームとなり、生徒の世界を広げることを目指した地域連携の
充実
○多様性に重きを置いた人権学習の充実



項目 総合

事務部

令和７年度　府立北稜高等学校　学校経営計画（スクールマネジメントプラン）　（計画段階）

評価領域
(分掌領域)

重点目標 具体的方策
評価

成果と課題

教務部

生徒・教員共にICT機器の整備を進めることで、協働的に学ぶ環境を
整えるとともに、ICT機器の活用を促進する。

秋の研究授業週間を軸に授業改革を進めると共に、観点別評価の方
法を振り返り、授業と評価の一体化を目指す。

主体的・対話的で深い学びの
実現に向けて、各教科の授業
力向上を牽引する。

各分掌や部局活動と連携を密にして、取材の回数を増やし、学校HP
やSNSの発信の頻度を高める。			

中学校や塾との連携を密にしたり、ポスターを店や施設に貼っても
らったりして、北稜の教育活動を知ってもらう機会を増やす。			

国際交流、留学生の受け入れを継続し、日常から国際を感じられるよ
うにする。また生徒中心に課題点を見つけ、よりよい交流が行えるよ
うにする。

北稜ならではの留学プラン、ホームステイシステムの継続を行うとと
もに、様々な経験をした生徒が、校内での経験の発信や国際交流の
リーダーとして活躍できるような環境を整える。

教育推進部

「読書活動」や様々な情報発
信により「自立した学習者」が
育つサポートを行うとともに
「生徒の居場所」となれる魅力
ある図書館づくりをめざす。

図書部

生徒支援部

国際教育

昨年度からの国際教育の取り
組みを継続し、北稜ならでは
の国際が文化となるよう、国
際教育をより進めていく。

進路指導部
「自律的・主体的な学び」を目
指した進路指導の体系を構築
する。

国際教育、まなびの森、多様
性の森の活動を面白そう、楽
しそうという切り口で切り取り、
わかりやすく中学生や保護者
等に伝える。	

発達支持的生徒指導の組織的展
開

特別支援教育の充実

遅刻指導をリニューアルし、学年団と連携して生徒の内面に迫ることで円滑
に、充実した学校生活が送れるようにする。
地域に開かれた北稜祭をさらに発展させ、生徒の表現活動を支える。

より効果的な支援や指導ができるように、特別支援コーディネーターを核とし
た組織再編を行い、迅速に支援が必要な生徒にアプローチする。

解法の理解にこだわった講義を行ったり、チームで協働的に学習に
取り組むことができる環境を整えたりすることで、学習の習慣化を図
り、校内の学習リーダーの育成をする。

各学年での進路学習の様子や模試の申し込み、進路希望調査などの進路情
報をスタディサプリ等を利用して積極的に発信することで、生徒・保護者に進
路について考えたり、コミュニケーションをとったりすることを促す。

生徒が学習や部活動等に主
体性を発揮しながら挑戦でき
るような学校機能の充実に貢
献する。

図書委員会を中心に「読書」の楽しさ・大切さをイベントだけではなく
日常の活動を通じて全校生徒に還元し、「居場所」としての図書館の
魅力を発信する。

老朽化した施設設備の改修等を持続的かつ計画的に実施することに
より、生徒が過ごしやすい場を作るとともに、引き続き予算の効率的
な執行と経費節減を心がけ、教育活動のさらなる充実に向けて、他
の分掌や教科と連携を密にしながら効果的な予算執行を行う。

学年・教科と連携しながら、ニーズにあった情報(紙ベース、デジタル資料)を提
供するように努めるとともに計画的に生徒の読書習慣定着にむけた取り組み
を行う。



項目 総合

評価領域
(分掌領域)

重点目標 具体的方策
評価

成果と課題

第３学年部

遠足・北稜祭・国際交流事業に向けて各種委員会を開催し、生徒が
主体的に取り組める雰囲気づくりを心がける。また、失敗も経験しな
がら、挑戦、成長していける環境を整える。

春の面談から生徒の目標を把握し、自発的な進路研究を促していく。
進路指導部とも密に連携し、適切な時期に適切な進路情報を生徒だ
けでなく保護者にも提供する。

本校実施の国際交流において、国際交流委員の生徒を中心に様々
な企画・運営を行い、日々培った英語で「おもてなし」を行う。

学校行事に主体的に取り組
み、試行錯誤することで思考
力・判断力・表現力を伸ばし、
国際感覚を養う。その経験や
力をいかして希望進路実現を
させる。

国際交流に取り組み、表現
力・コミュニケーション力・国際
感覚を養い、主体的・自立的
に行動する生徒を育成する。

第２学年部
オーストラリア研修旅行を通して、多様な文化や習慣を肌で感じ、生きた英語
に触れ、主体的・自立的に行動し、自己表現ができる生徒を育成する。

第１学年部

高校生活にできるだけ早く適応し、様々な教育活動に積極的に挑戦
できる環境を整えるために、各担任が生徒一人一人を支援する。

国際交流委員、環境委員、北稜祭実行委員を中心に教育の柱となる
活動を生徒主体でクラス一丸となって企画・実行・振り返りができるよ
う支援する。

生徒自身が、３年後の進路や希望の職業を想定して文理選択やコー
ス選択を行えるよう、分掌や教科と連携した進路指導を行う。

「国際」「環境」「表現」の３つの
教育の柱の下、主体的・自律
的に行動し、様々なことに挑
戦する生徒を育成する。



項目 総合

国語科

地歴公民科

理科

保健体育科

健康・体力づくりや心の健
康、食生活、休養・睡眠な
ど、総合的な生活習慣の改
善について学び、実践につ
なげる。多様な運動を経験さ
せ、個々の運動能力を高め
つつ、運動への興味・関心・
意欲を喚起する。

基礎学力の定着を図るとと
もに、自然現象への興味・関
心を持たせ、科学的思考力
を育む。環境教育も推進す
る。

明確で細かな指示を心がけ、生徒がスムーズに学習に取り組める
ようにする。学習習慣の確立のため、課題プリントや小テストを適宜
取り入れる。また、定期考査を活用し、生徒が自身の学習課題を見
いだし、改善できるよう手立てを講じる。

ICT（動画・アプリ）を活用した運動技能の可視化・フィードバックをお
こない、個人技能の向上を図る。

保健の授業や体育理論の授業の中で、アクティブラーニングを導入
し、ライフスキル教育の充実を図る。

身近な自然現象や環境問題に関わる題材を各科目の視点で取り
入れる。演示実験や模型、視聴覚教材を活用し、学習内容への興
味・関心を持たせる。実習においても、ICT機器も活用しながら協働
的な学びを取り入れる。

・知識を一過性で終わらせるのではなく、繰り返し活用（週課題や復
習小テスト）することや、考え方を言語化・図式化する活動、振り返
り活動を通して、“使える学力”の定着を目指す。
・「７組受験チーム」に参加している生徒を中心として、チーム・解
法・習慣をキーワードに学力の定着を図る。また、互いに切磋琢磨
できる環境を設定し、入試に対応できる学力を育む。

令和７年度　府立北稜高等学校　学校経営計画（スクールマネジメントプラン）　（計画段階）

グローバルな地理的・歴史的認識の下、同時代の世界、周辺諸国
の動向や関わりに注目した授業を展開する。また、地域社会との関
わりのなかで、主権者意識を育み、SDGsの目標達成をめざす教育
指導を実践する。

具体的方策
評価領域
(分掌領域)

評価
重点目標 成果と課題

多様な生徒が主体的に学ぶ
ための授業力の向上に取り
組みながら、「探究的な学
び」に必要な力を育成する。

地域を起点としてグローバ
ルな視野を養う学びを、科目
の特性を活かして展開す
る。

生徒の多様性に対応するために、ICT特にiPadのさらなる利活用を
進め、古典や評論文、小説、随筆などの多くの文章を用いて主体的
に課題を設定させたり、様々な意見を出させ合ったりすることで、対
話的に学ぶ力や批判的思考力、問題解決能力や他者と協力して取
り組む力を身につけさせる。

数学科

・教員からの一方向の授業でなく、数学的な考え方やプロセスを「言
語化」したり「図・表・式」で表したりする活動を設ける。
・生徒の「わかる」だけでなく「わかったことをどう伝えるか」に焦点を
当て、論理的に伝える力・聞く力を育む。

主体的・対話的な学びが“見
える化”され、互いに学び合
える授業を目指し、授業力
の向上を図る。

短期的な記憶に頼る学習
ではなく、学力の定着を
図る。



項目 総合
具体的方策

評価領域
(分掌領域)

評価
重点目標 成果と課題

情報科

総合的な探究
の時間

家庭科

必修の家庭基礎においては基本的な知識を身につけ、その上でパ
フォーマンス課題をとりいれる。

３年選択授業においては、実習だけでなく暮らしと社会を結びつけ
て考えられるような教材を考え実践する。

「自立と共生」を軸に家庭生
活で必要な知識や技術を身
につけるとともに、暮らしと社
会を結びつけて考え、新しい
価値観や行動を生み出すこ
とを目指す。

芸術科

生徒のレポートやアンケートを用いて、目標の設定と振り返りをさせ
ることにより、芸術における諸能力が高まったかどうかを評価させ
る。

芸術の幅広い活動を通して、各
科目における見方・考え方を働
かせ、生活や社会の中の芸術
や芸術文化と豊かに関わる資
質・能力を育成することを目指
す。

英語科

指導方法や評価方法について、教員間での意見交換や情報交換
を行い、新学習指導要領に基づく指導と評価の実践をさらに進め
る。

操作技術の習得にとどまら
ず、情報社会において正確
で信頼性のある情報を選び
取り、自らの目的に応じて活
用・発信できることを目標と
する。

・文書処理、表計算、プレゼンテーションなどの実習活動を通じて
PCの基本的な操作と情報活用の実践力を身につける。

・情報モラルや情報セキュリティを学び、それを北稜CANVASでの探
究活動や他教科（国語・社会など）の「発信活動」や「調べ学習」に
活かせるように指導をする。

生徒起点の「問い」から始ま
る探究学習を重視し、すべ
ての学びの土台となる「主体
性」や「協働性」、「創造性」
を養う。また、自身の探究の
広がりや社会との繋がりを
意識することで実際に社会
に参画しようとする態度を育
成する。

①生徒自らが「やりたい」「学びたい」と主体的に取り組めるように、
生徒の疑問や興味を引き出すワークや対話を行う。
②探究のサイクルである「課題の設定」→「情報の収集」→「整理・
分析」→「まとめ・表現」→…を行うなかで、自身の興味・関心(Will)と
必要性・課題(Need)を結びつけ、学びが実社会に活きる感覚を経験
させる。
③上記の学びを重ねた生徒が、実践発表会を通じてお互いに刺激
し合う中で、教師を超えた多様で創造的なアイデアやプロジェクトが
出てくることを目指す。
④生徒だけでなく教員全体で探究の価値観や伴走の手法を共有す
るために職員研修などを通じて情報を発信する。

主体的・対話的で深い学びの実現に向け、ＩＣＴやアクティブラーニ
ングを活用した授業を展開する。

生徒全員を対象とした国際交流を充実させ学習意欲の向上を図る
とともに、授業だけではなく外部試験など様々な学習機会を通して、
英語運用能力の向上を図る。

新学習指導要領に基づいた
指導と評価方法の構築をさ
らに進める。
「国際教育」の中心的な教科
として、生徒の学習意欲や
英語運用能力の向上を目指
す。


